
ー
☎
873
・
7
3
1
1

ヒ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
だ
い
と
う
地
域
集
会

n
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ

い
、
心
を
通
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
い
の
ち
の

重
さ
に
気
付
く
と
と
も

に
、
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ

デ
オ
「
ク
リ
ー
ム
パ

ン
」
の
鑑
賞
と
懇
談

t
ヒ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
だ
い

と
う
事
務
局
☎
870
・

9
0
6
2

療
育
セ
ン
タ
ー
保
護
者
会
バ
ザ
ー

Z
10
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時　

s
泉
小

学
校
体
育
館
（
雨
天
決
行
）

t
療
育
セ
ン
タ
ー
☎
871
・
0
9
4
8

地
域
理
解
啓
発
推
進
活
動

（
ア
ッ
プ
ル
）
講
演
と
作
品
展
示

Z
10
月
27
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分　

s
ラ
ポ
ー
ル
ひ
ら
か
た　

●
講
演
テ

ー
マ
＝
噺は

な
し

家か

が
考
え
る
人
権
・
兄
は
楽
し

い
？
障
が
い
者
？　

K
落
語
家
・
露
の
団
六

さ
ん　

h
府
立
寝
屋
川
支
援
学
校
、
同
交
野

支
援
学
校
お
よ
び
四
條
畷
校
、
同
守
口
支
援

学
校
の
児
童
・
生
徒
作
品
展
示
を
同
時
開
催　

0t
府
立
交
野
支
援
学
校
・
塩
見
☎
072
・
893
・

2
4
4
5

とき ところ
10月21日㈮午後7時30分 北灰塚公民館
　　26日㈬午後7時30分 朋来一丁目住宅集会所
11月 1日㈫午後7時30分 深野三丁目自治集会所
　　 2日㈬午後7時 御領自治会館
　　 4日㈮午後7時 平野屋公民館

青
少
年
協
会
の
催
し

①
ち
ょ
こ
っ
と
あ
そ
ぼ
ー
d
a
y

Z
11
月
5
日
㈯
・
12
月
3
日
㈯
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

s
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー　

T
幼
児
は
保
護
者
同
伴
要　

¥

幼
児
〜
中
学
生
100
円
、
高
校
生
以
上
200
円

②
こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

「
ゲ
ー
ム
＆
パ
ー
テ
ィ
ー
」

Z
12
月
4
日
㈰
午
後
2
時
〜
4
時　

s
ア
ク

ロ
ス　

T
小
・
中
学
生　

0

③
大
人
部
「
し
め
縄
作
り
」

Z
12
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
3
時　

s

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

T
高
校
生
以

上　

¥
2
千
円

④
わ
く
わ
く
本
舗
「
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

Z
来
年
1
月
7
日
㈯
〜
9
日
㈷　

s
兵
庫
県

ハ
チ
高
原　

T
小
・
中
学
生　

¥
小
学
生
3

万
9
8
0
0
円
、
中
学
生
4
万
5
8
0
0
円

m
t
③
④
10
月
25
日
正
午
か
ら
青
少
年
協
会

☎
874
・
5
1
6
5

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
啓
発
月
間

初
級
パ
ソ
コ
ン
体
験
講
習
会

Z
①
10
月
17
日
㈪
②
21
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

後
4
時　

n
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
（
文
字
入

力
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー
ル
な

ど
）　

T
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人　

S

各
6
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

0

s
m
t
10
月
11
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は

が
き
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
希
望
、
受
講
希
望

日
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
〒
574 － 

0
0
2
6
住
道

1 － 

5 － 

17
大
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　

古
堤
街
道
は
、
大
阪
の
京
橋
を
起
点

と
し
て
旧
大
和
川
や
寝
屋
川
の
北
堤
防

上
を
東
に
進
み
、
河
内
平
野
を
横
断
し

て
奈
良
へ
向
か
う
主
要
な
道
路
の
一
つ

で
す
。
享き
ょ
う

保ほ
う

21
年
（
1
7
3
6
）
刊
行

の
「
五ご

畿き

内な
い

志し

」
に
は
「
中な
か
が
い
と
ご
え

垣
内
越
」、

「
古ふ
る

堤づ
つ
み

路じ

」
と
記
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
放は
な

出て
ん

ま
で
を
「
古
堤
路
」、
中
垣
内

か
ら
は
「
中
垣
内
越
」、「
生い

駒こ
ま

越ご
え

」
な

ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
明
治
に
な
り

「
古
堤
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
初
は
旧
大
和
川
の
堤
防
上
や
新
開

池
の
北
側
堤
防
上
を
進
み
、
深
野
池
は

舟
で
渡
っ
て
い
ま
し
た
が
、
承じ
ょ
う

応お
う

4
年

（
1
6
5
5
）
に
現
寝
屋
川
筋
の
徳と
く

庵あ
ん

井い

路じ

が
開
削
さ
れ
る
と
、「
徳と
っ

庵か
ん

堤つ
つ
み

」

と
呼
ば
れ
る
堤
防
上
を
進
み
、
宝ほ
う

永え
い

元

年
（
1
7
0
4
）
の
大
和
川
付
け
替
え

後
は
、
深
野
池
開
発
に
よ
る
深ふ
こ

野の

南み
な
み

新し
ん

田で
ん

内
を
横
断
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

に
見
ら
れ
る
古
堤
街
道
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
山
間
部
の
龍
間
地
区
に

入
る
手
前
で
、
四
條
畷
市
下
田
原
で
奈

良
方
面
に
向
か
う
清き
よ

瀧た
き

街か
い

道ど
う

に
合
流
す

る
「
北
ル
ー
ト
」
と
、
現
在
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
生
駒
方
面
に
向
か
う
「
南

ル
ー
ト
」
に
分
岐
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
域
で
の
特
徴
と
し
て
は
、
西
部
で

は
周
辺
よ
り
約
2
㍍
程
度
高
く
、
堤
防

上
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て

い
る
こ
と
や
、
寝
屋
川
と
恩
智
川
が
合

流
す
る
住
道
で
は
、「
角す
み
の
ど
う
は
ま

堂
浜
」
と
呼

ば
れ
る
船
着
場
と
交
差
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
水
・
陸
両
交
通
が
交
差
す
る
地

と
し
て
、
住
道
の
発
展
に
大
い
に
寄
与

し
た
こ
と
、
ま
た
東
部
で
は
落
ち
着
い

た
昔
な
が
ら
の
街
道
の
雰
囲
気
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
阪
奈
道
路
が
主
要
道
路
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
役
割
を
終
え

様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
寝
屋

川
の
舟
運
と
共
に
大
東
市
の
発
展
に
は

欠
か
せ
な
い
重
要
な
道
路
で
あ
っ
た
と

言
え
ま
す
。 

（
生
涯
学
習
課
）

第 24話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
⑪

「
車
い
く　

古ふ
る

堤づ
つ
み

街か
い

道ど
う　

さ
ま
が
わ
り
」

段蔵が残る古堤街道（諸福3丁目）

だいとう　平成23（2011）年10月号　21




